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研究成果の概要（和文）：　本研究は、弱者の救済やマイノリティの社会的包摂を訴えるはずの社会運動におい
て、排除や差別を生み出すような作法や規範が生成・再生産されてしまうメカニズムを明らかにする。本研究は
日本の社会運動をめぐる規範や作法が、労働や家庭での生活といった「日常」と、人々が集まって行うデモなど
の組織的な「社会運動」を往還する中で形作られると想定し、分析を行った。
　研究の結果、社会運動の規範は運動従事者が過ごす日常や参加する社会運動に加え、社会運動従事者が運動の
現場に向かうまでの「移動」やメディアの注目を浴びる「公的機会」の中で生成されることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study makes clear the processes that generate exclusion and 
discrimination are generated and reproduced in social movements which are  supposed to include 
minorities. This study analyses the norms and practices of social movements in Japan as the dual 
process of both everyday routine and collective action like  demonstrations. The research revealed 
that norms of social movements are generated in not only the daily lives of activists and collective
 actions they engaged but also in the transportation processes to the site of the movement and the 
media appearances of themselves. 

研究分野：社会運動論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本におけるデモ参加率はおよそ5%と、先進国内でもかなり低いことが知られている。また、警察による規制
も厳しい。しかし、日本は組織的な社会運動が困難な一方で、生協運動や消費者運動に代表される、日常を通じ
た活動が非常に盛んであるという珍しい社会である。日本の事例を検討しながら「日常」を「社会運動」と対比
させ、両者の往還を検討しながら「規範」「作法」を検討する申請者の試みは、現代に至るまで「社会運動に厳
しい社会」と言われてきた日本の社会運動参加・政治参加の有り様を解き明かす上で重要な意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、社会運動をめぐる排除や衝突が生まれる背景にどのような規範・作法が存在し、そ
れが活動従事者の日常生活を通じて再生産されているのかを明らかにすることで、本来少数者
の支援やマイノリティ保護に向かうべき運動が、さらなる排除や差別を作り出してしまうメカ
ニズムを明らかにする。 
 申請者は過去 9年間、G7・G20サミットやWTO閣僚会議といった、世界各地で開催される
閣僚会議の現場にNGO・市民団体・社会運動組織が集合して行う提言活動や抗議行動の調査を
しながら、彼らが現地での政治活動だけでなく、食住といった滞在のプロセスにも政治的理念を
込めることを検証してきた。閣僚会議の議論内容や政策決定だけでなく、例えば会議期間滞在す
る際にどのような宿舎を用意するか、少数派の人々に配慮した食事を提供するかといった点も
また、社会運動の重要な過程である。先行研究は閣僚会議への抗議行動の活動従事者同士の衝突
を通じ、性や宗教、政治的な観点から興味深い衝突があることを明らかにしたが、特に申請者は
日本の事例を検討した結果、欧州の活動参加者が提示する規範に対して日本側の参加者が過剰
に適応してしまい、そのためにローカルな民族マイノリティや語学力が不十分な者が排除され
る構造を作り出すと主張した。 
 先行研究から、閣僚会議への抗議行動を通じて、規範の衝突や、特定の地域における規範を偏
重する態度が見られ、その結果特定の活動従事者の排除が生まれることが分かる。しかし、先行
研究はそのような衝突がどういった背景のもとに生じるのかを明らかにしていない。閣僚会議
の抗議行動というイベントに反映される政治的理念は、活動従事者たちの家庭や労働を通じた
日常生活に根強く支えられていると考えられる。そこで本研究では、活動従事者たちが政治的理
念を諸々の行動にどのようにして反映させ、さらにそうした規範や作法は日常の中でどう学ば
れるのかを、欧州と日本との比較調査のもと、社会運動従事者たちのコミュニティにおける他者
との協働・相互行為を観察しながら検討する。 
 
２．研究の目的 
  本研究の目的は、本来であれば弱者の救済やマイノリティの社会的包摂を訴えるはずの社
会運動において、排除や差別を生み出すような作法や規範が生成・再生産される過程を、社会運
動従事者たちの日常生活に対する分析を通じて明らかにすることである。 
 近年、ポリティカル・コレクトネスやジェンダー平等といった観点から、差別的な広告表現や
公人の発言を指摘することで公正な社会を実現しようとする試みは国内外を問わず数多くあり、
そのような活動に関する調査研究も増加している。一方で、このような試みは常に「何が正しい
か」という課題をめぐって運動内外での激しい議論を伴う事が多く、集団内に亀裂を生んだり、
インターネット上やマスメディア上において論争になることも少なくない。本研究の第一の貢
献は、こうした論争や亀裂を生み出すそれぞれの認識がどういった背景のもとで形成されてい
るかを丹念に検証する点にある。運動を形成する多数のアクターの中で「正しさ」がどのように
作られるのか、彼らの従事する社会運動のみならず、日常的実践にまで立ち返りながら検討する
ことで、学術的および社会的な貢献をなす。 
先行研究は法律制定や意識変革といった社会・政治の変動を明らかにするために、デモや学習
会、シンポジウムといった集合的に行われる社会運動、労働や家庭といった私生活を通じて従事
される活動のどちらか一方を中心に検討し、その間にある連続性には注意が払われることは多
くなかった。これは、社会運動論が組織的活動の発展・持続・成功に寄与する理論として、ある
いは「人々はなぜ社会運動に参加するのか？」という問題意識のもと、特定の運動に参与する
人々の持つ集合的なアイデンティティを考察する理論として発展したためである。しかし、集合
的に行われる社会運動は私生活を通じて培われた価値観により形成され、私生活もまた社会運
動の影響を被り変容する。社会運動の場において顕著に見られる規範の衝突や排除のきっかけ
が我々の日常にこそ潜んでいるからこそ、社会運動論は活動従事者の生活と社会運動、両者を検
討する必要がある。本研究の第二の独自性は、家庭や労働という日常と、デモや学習会という集
合行動を間断なく往還しながら生活する人々のライフスタイルを検討することで、社会運動論
の分析枠組を大きく刷新し、より精緻化する点にある。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、社会運動の従事者たちが[1]日常的に、私生活を通じて政治的な理念と規範を実践・
再生産し、またそれを[2]デモや政策提言といった集合的な社会運動へと反映し、異なる規範や
作法同士の衝突・排除へと帰結するメカニズムを明らかにする。この過程を検証するために、本
研究では社会運動従事者が集住するコミュニティ（オキュパイ・スペース、スクウォット・スペ
ースなど）を研究の対象とする。こうしたコミュニティを対象とする理由は、社会運動従事者複
数人が食住をともにしており、生活実践を通じた規範・作法への適応や、相互調整や葛藤の過程
が観察しやすいためである。 
日本における社会運動従事者は、欧州の社会運動の理論や実践に強く影響されているため、本



研究においても日本国内のコミュニティならず欧州のスクウォット・スペース等を調査し、そこ
での活動参加者同士の交流や往来を重視した。彼らの日常と社会運動のほか、欧州の活動との交
流がこうした態度を形成していると考えられるため、申請者は欧州と日本、双方における社会運
動従事者の[1]コミュニティ・スペースと[2]社会運動を分析し、また両者を行き来する人々の交
流を検討した。 
 
４．研究成果 
 国内外のコミュニティを研究した結果、活動従事者たちのアクティビスト・アイデンティティ
は生活実践を通じて調整・強化されるが、本研究が見出した興味深い要素はむしろ、大規模な抗
議行動に至るまでの「移動」や、メディアを通じて大勢の人々の前で話すという「公的機会」が、
結果として社会運動従事者の日常に影響を与え、日常をめぐる運動的な規範の生成や再生産に
大きな影響を与えるという点であった。 
 本研究は主として社会学（社会運動論）、政治学に貢献することを想定していたが、研究を続
けるうち、人類学・観光学・地理学・歴史学とも問題意識を共有することが明らかになった。日
常と集合行動とをめぐる社会運動が政治過程や社会意識のみにとどまるものでなく、より広い
領域に影響を与えうる現象であると分かった点もまた、本研究の大きな成果であった。 
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